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第６６問 検定交雑・遺伝子地図 

 

 ナッピーには、講義で挙げた形質以外にも「体の色」(黄緑色(Ｅ)＞水色(ｅ))・「尾の長さ」

(長い(Ｆ)＞短い(ｆ))・「足の速さ」(速い(Ｇ)＞遅い(ｇ))がある。これらの形質に関して次

の各問いに答えよ。 

 

問１ 体が黄緑色で尾が長い個体と、体が水色で尾が短い個体を交配したところ、次代は

「黄緑・長い」：「黄緑・短い」：「水色・長い」：「水色・短い」＝７：３：３：７となった。

このときＥ(ｅ)とＦ(ｆ)の組換え価を求めよ。 

 

問２ 体が黄緑色で足が速い個体と、体が水色で足が遅い個体を交配したところ、次代は

「黄緑・速い」：「黄緑・遅い」：「水色・速い」：「水色・遅い」＝４：１：１：４となった。

このときＥ(ｅ)とＧ(ｇ)の組換え価を求めよ。 

 

問３ 尾が長く足が速い個体と、尾が短く足が遅い個体を交配したところ、次代は「長い・

速い」：「長い・遅い」：「短い・速い」：「短い・遅い」＝９：１：１：９となった。このと

きＦ(ｆ)とＧ(ｇ)の組換え価を求めよ。 

 

問４ 問１～３の結果から遺伝子Ｅ(ｅ)・Ｆ(ｆ)・Ｇ(ｇ)についてどのようなことが言える

か。 

 

 

 

＜第６６問の解答＞ 

問１ ３０％ 

問２ ２０％ 

問３ １０％ 

問４ 遺伝子Ｅ(ｅ)・Ｆ(ｆ)・Ｇ(ｇ)は染色体上に次のように位置している。 

 

           ２０       １０ 

 

     Ｅ(ｅ)         Ｇ(ｇ)   Ｆ(ｆ)    

 

              ３０ 



第６７問 伴性遺伝 

 

問１ 性決定に関する次の文章中の空欄(ア～コ)に適する語句を入れよ。 

 

( ア )型にはＸＹ型と( イ )型があり、前者にはショウジョウバエや( ウ )、後

者には( エ )やトンボがいる。また( オ )型にはＺＷ型と( カ )があり、前者には

( キ )や鳥類、後者にはミノガなどがいる。なお、( ク )染色体または( ケ )染色

体上の遺伝子による遺伝現象を伴性遺伝といい、雄と雌の結果が( コ )ことがあるのが

特徴である。 

 

 

問２ ヒトの赤緑色覚異常はＸ染色体上の遺伝子による遺伝現象である。すなわちＡが正

常遺伝子、ａが以上遺伝子でこれらはＸ染色体上に存在している。では、異常がある女性

と正常な男性の間にはどのような表現型の子どもがどのような比で生まれるか。男性・女

性それぞれで「正常：異常」の比を答えよ。 

 

 

＜第６７問の解答＞ 

問１ 

ア‐雄ヘテロ  イ‐ＸＯ  ウ‐哺乳類  エ‐バッタ  オ‐雌ヘテロ 

カ‐ＺＯ  キ‐カイコ  ク・ケ‐Ｘ・Ｚ  コ‐異なる 

問２ 

   正常：異常 

男性  ０ ： １ 

女性  １ ： ０ 

 

☆問２の解説 

   

    ＸaＸa × ＸAＹ           ＸA Ｙ 

     ↓     ↓        Ｘa 

     卵    精子       Ｘa 

    Ｘa：Ｘa    ＸA：Ｙ       

    １ : １   １ : １ 

 

 

 



第６８問 哺乳類のＸ染色体 

 

次の文章を読んで、下の各問い(問１・２)に答えよ。 

 

 哺乳類の性決定様式は( ア )型である。従って、雌が持つ性染色体は、父由来の( イ )

染色体と、母由来の( イ )染色体の２本となる。 

 哺乳類の場合、メス個体の発生初期において、各割球の２本の( イ )染色体のどちらか

一方が( ウ )に不活性化する。つまり、雌の体においては、ある部分は( エ )の( イ ) 

染色体が発現し、また別の部分は( オ )の( イ )染色体が発現していることになる。 

 

問１ 文章中の空欄(ア～オ)に適する語句を入れよ。 

 

問２ 哺乳類の場合、雄の一卵性双生児と雌の一卵性双生児では、どちらの方がより互いに 

似ているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第６８問の解答＞ 

問１ ア‐ＸＹ  イ‐Ｘ  ウ‐ランダム  エ・オ‐父由来・母由来 

問２ 雄の一卵性双生児の方が互いに似ている。 

☆ 雌の場合は、体のある部分では、父由来のＸ染色体が発現し、また別の部分では母由来

の染色体が発現している。しかし、一卵性双生児であっても、どの部分で父・母どちら由来

のＸ染色体が発現するか、までは同じにならないからである。一方、雄の場合は、母由来の

Ｘ染色体しか持たず、体のどの部分でも母由来のＸ染色体が発現している。 

 

 

 

 



第６９問 ネコの毛の色 

 

Ｗを持つネコは、他のどんな遺伝子を持っていても白になる。白以外の色を持つネコは、

ｗをホモに持つ個体である。遺伝子型がＳＳの個体は図１・３・７、Ｓｓは図２・５・８、

ｓｓの個体は図３・６・９のような模様のネコとなる。また、Ｂは毛の色を茶色に、ｂは黒

にする遺伝子であるが、これらはＸ染色体上に存在する。これに関して、下の問に答えよ。 

       

 

問 図４の毛色のネコ(メス)と図３の毛色のネコ(オス)を交配した場合、どのようなネコが 

生れるかを説明した次の文章の空欄(ア～ケ)に適する遺伝子型を入れよ。 

 

まず図４の毛色のメスの遺伝子型を考えよう。Ｗ(ｗ)に関しては、白以外の色が出ている

ので、( ア )である。また、Ｓ(ｓ)に関しては、その模様から( イ )とわかる。また、

Ｂ(ｂ)に関しては、茶色の部分があるメスなので ( ウ )である。以上より、図４の毛色

のメスは( エ )である。同様に考えていくと、図３のオスのネコの遺伝子型は( オ )と

なる。両者を交配すると、生まれる次代のメスの遺伝子型は( カ )、オスの遺伝子型は

( キ )となる。つまり、生まれる次代の模様は、メスは図( ク )、オスは図( ケ )と

なる。  

 

 

＜問６９の解答＞ 

ア‐ｗｗ イ‐ＳＳ ウ‐ＸＢＸＢ エ‐ｗｗＳＳＸＢＸＢ オ‐ｗｗｓｓＸｂＹ 

カ‐ｗｗＳｓＸＢＸｂ キ‐ｗｗＳｓＸＢＹ ク‐８ ケ‐５ 


